




色である黒色のほかに赤，青，白，黄，茶，緑色品も品揃えし

ており，今後の環境保全に対応する材料のひとつとして使用拡

大に寄与していきたい。

2. 放熱シート「エフコTMシート」の開発

2.1 はじめに

コンピュータのCPUを代表とする各種部品の高性能化に伴

い電子部品の発熱量は増加の傾向にあり，それら電子部品の冷

却が，性能維持に欠かせない重要な項目になっている。冷却す

る手段として，高発熱電子部品の熱を冷却部材であるヒートシ

ンクへ放熱する方法がよくとられるが，その間には熱伝導性の

よい材料を挟まないと効率よく熱が伝わらずヒートシンクの性

能が発揮されない。この熱伝導性のよい介在物の性能は非常に

重要である。

2.2 熱伝導性材料の市場と種類

熱伝導性材料（放熱材料）の需要量については図3に示すと

おり，大きな伸びが予想されている。

熱伝導性材料の形態としては，シート状とグリース状とに大

きく分けられるが，最近その中間的なものとしてゲル状やフェ

イズチェンジ（常温では固体のシート状であるが，高温になる

とグリース状になる）タイプも出てきている。

2.3 開発品の内容

材質的には柔軟性・耐熱性の面からシリコーンゴム系材料が

圧倒的に多く使用されている。しかし，シリコーンゴム系シー

トは高発熱電子部品の温度上昇によりこのシリコーンゴム系材

料中に含有している低分子シロキサンが揮散し，機器内のモー

ター‡ 状倥，世V蕞愀




